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わが国の経済活動の大きな弱点は諸外

国と比べて「生産性が低い」ことにあり

ます。表からわかる通り男女ともに給与

労働時間が長く、男性の労働時間が長い

ことが今般の記事にある「男性を家庭に

返す時間」を阻害していることは明らか

です。 

人口減少、労働力不足と言われる今日、

女性が社会でもっと活躍できる環境をつ

くること、すなわち「労働のミスマッチ

を解消する」「女性の伸びしろを伸ばす」

ことこそ将来の我が国の発展の可能性に

つながるものだと認識しています。 

しかし残念ながら社会の問題意識は

「わかってはいるけど解決に向けての取

り組みが弱い」と言わざるを得ません。 

まさに記事の通りだと思います。男性

の労働時間、一日あたりドイツと比べて

162分、アメリカとは 115分給与労働時間

が長い。具体の目標設定が大事で…男性

が家事育児にプラス 90分=女性の活躍増。

記事にある給付金の引上げ等のインセン

ティブを持つ支援策は、最終的には国と

しての実行を求めつつもまずは県独自で

上乗せして取り組む姿勢があっていいと

考えます。こども庁創設の動きも推進に

向けては追い風です。 

ご挨拶 

昨日 23 日をもちまして二年間の自民党県

連政調会長の任期を終えました。特に今期は

コロナ禍のなかで活動は大変でしたが、ある

意味こういう苦難の時に役職に就いたことが

天命とも思い自分なりに取り組み、やり遂げ

ました。これもひとえに皆様方の温かなご理

解とご支援のお蔭だと心から感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

これからも変わらずひたむきに歩んで参り

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

◎かけ声で終わらぬ推進施策の展開を 
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信じる、長崎力。 

長崎県議会議員 前田哲也 通信<FAX／メール PDF> 
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